
滋 賀 県 産 業 支 援 プ ラ ザ
価格転嫁の実践・実例セミナーに参加の皆様

株式会社渡辺工業

渡辺工業の取り組みについて



会社概要

株式会社 渡辺工業会 社 名

代表取締役会⾧ 水野 透

代表取締役社⾧ 渡邉 富三郎
代 表

滋賀県⾧浜市新栄町６５５番地所 在 地

１９３０年６月創 立

８,２５０万円資 本 金

７１億円（2023年9月期）売 上 高

397人（2024年10月現在）従 業 員 数

各種金属塗装、板金加工、パイプ曲げ加工、溶接、アッセンブリー（仕組）事 業 内 容

建設機械メーカー数社主 な取 引先

６か所（本社、取引先工場内 ５ヶ所）事 業 所

海外３社（中国 ２社、インド １社）関 連 会 社



長浜市内に社員寮が完成2007年

B社事業所内に駐在部門設置2010年

本社に新工場(Ｅ棟)完成、
カチオン電着塗装ライン
(第７ライン)を新設

2011年

本社に新工場(Ｒ棟)完成、
パイプ加工鈑金溶接ライン
(第11ライン)を新設

2014年

A社工場内に駐在部門設置

本社に新工場（Ｆ棟）完成、
1F倉庫、2Fアッセンブリ部門
（第12ライン）を設置

2016年

本社加納に新工場（Ｔ棟）を建設し、
ジルコニウム前処理、メラミン焼付・
粉体塗装の新ライン（第13ライン）
稼働

2020年

D社工場内およびE社
工場内に駐在部門設置

2023年

５月 本社に新管理棟完成2024年

建築塗装業を始める1930年

A社長浜工場でエンジン塗装を始める1946年

現本社所在地に工場を建設、部品塗装を始める1966年

社業拡大の為、株式会社渡辺工業に社名変更1983年

本社にカチオン電着塗装ライン新設1984年

A社工場内に駐在部門設置1995年

建設機械部品の鈑金受注を始める1998年

本社に新工場(Ｄ棟)が完成、第２ラインを新設、事務所
を新工場に移転

2006年

会社沿革



事業所

本社・本社工場

A社工場駐在
事業内容 小型エンジンの塗装
従業員数 ５１人（２交代）

A社工場駐在
事業内容 小型エンジンの塗装
従業員数 １０５人（２交代）

C社工場駐在

事業内容 建設機械及びその部品の塗装
従業員数 ４２人

⾧浜市新栄町６５５番地

事業内容 建設機械部品やエンジン部品
の塗装、アッセンブリー
建設機械のハンドレールや
ガードなどのパイプ加工、溶接

従業員数 １５５人
生産部門 １３４人
間接部門 ２１人

D社工場駐在
E社駐在

事業内容 建設機械及びその部品の
塗装

従業員数 ６１人

E社工場内
事業内容 工作機械及び

その部品の塗装
従業員数 ２３人



関連会社
■ 渡辺工業(青島)有限公司

■ 常州旭良塗装科技有限公司

■ WATANABE KOGYO INDIA PVT. LTD.

138万米ドル[ 資 本 金 ]

中国江蘇省常州市武進高進技術産業開発区[ 所 在 地 ]

農機・建機部品の各種塗装及び板金[事業内容]

10万元[ 資 本 金 ]

A社中国工場内[ 所 在 地 ]

小型汎用エンジンの塗装[事業内容]

270万インドルピー[ 資 本 金 ]

インド タミル・ナドゥ州
A社インド工場内[ 所 在 地 ]

小型汎用エンジンの塗装[ 事 業 内 容 ]



海外現法について
資本形態所在地法人名 2023

年
2022

年
2021

年
2020

年
2019

年
2018

年
2017

年
2016

年
2015

年
2014

年
2013

年
2012

年
2011

年
2010

年

設
立

中国ローカル
と合弁

中国江蘇省常州
市

常州旭良塗装科技有
限公司

設
立

日本ペイント
と合弁

中国遼寧省瀋陽
市

渡辺利比克(瀋陽)有
限公司

設
立独資中国山東省青島

市
渡辺工業(青島)有限
公司

設
立独資

インドタミル・
ナドゥ州チェン
ナイ

WATANABE KOGYO 
INDIA Pvt. Ltd.

渡辺利比克(瀋陽)有限公司
の解散パーティーにて



設備概要（本社工場）
設 備

１本カチオン電着ライン塗装設備

対応可能サイズ 2500Ｗ×1200Ｌ×1400Ｈ

２本粉体塗装ライン

５本焼付塗装ライン

２本耐熱塗装ライン

１棟パイプ関係加工溶接工場

３台パイプベンダー

２台溶接ロボット

１２台ＣＯ２溶接機

１棟アッセンブリー（仕組）工場



財務概要



1 9 9 0年～

大手製造業者の二次外注からの脱却

大手
製造業者

鈑金サプラ
イヤー

二次外注

渡辺工業

二次外注

大手
製造業者

鈑金サプラ
イヤー

渡辺工業

二次外注

二次外注

自社で生産計画を立てられるようになりたい

自社の強みをつくりたい



経営理念と経営計画を発表

9月 リーマンショック

2 0 0 6年

2 0 0 8年



• 期間契約社員の契約を終了

リーマンショック後の景気後退により、受注半減

正社員の雇用は守れたが、期間契約社員が犠牲になった

• 正社員の給与カット

危機感の共有が必要だと思った

労働組合と協議し、正社員に協力してもらった

リーマンショックの影響



• 価格競争をしない ＋ 一社依存しない

• 坂本先生 と 山口先生 の教え

リーマンショックを経験しての思い
…二度と同じことを繰り返さないために

坂本先生

「価格決定権を持つ会社になれ」

山口先生

「取引先の真のニーズに
応えているか」



価格競争しない
…自社の強みをつくる

こと

1. １００％受注

2. 外装パイプにこだわる

3. アッセンブリー受注と組立同期納入 （差別化）

4. 工場内請負を拡大 （プロ集団になる）

5. 強みの強化（樹脂塗装をやめる）



1.取引先の理解

2.自社の強みを伸ばす

3.取引先担当者に理解しやすい資料を
つくる

価格転嫁のポイント



経営を何のためしているのか



経営指針書



部課長会議資料



 お取引様にとって便利な会社になろう
本社工場の受注拡大のため、鈑金加工から組立、
セット納入に対応

 従業員との駆け引きはやめて、正直な経営をやろう
経営指針書を社員全員に配布し、方針説明会を開催

 従業員にとって、働いていて良かったと思える会
社になろう

慰安旅行を毎年開催
全社忘年会の実施
日本語教室の開校

 ご縁を大事にしたい

私が大事にしていること

慰安旅行

全社忘年会

日本語教室



リーダーとして大事なこと

 熱い想い … 経営理念

 共感力 … やろうとすることを社員に
伝える力 経営指針

 統率力 …  社員を引っ張っていく力



ありがとうございました


